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2025年第 2回 ABAC（トロント）会議【仮訳】 
 

2025年 4月 26日 
トロント、カナダ 

 
APEC地域のビジネス界代表が予測可能な貿易環境への早急な復帰を求める 

 
APEC 地域の企業トップなどのビジネス界代表は、2025 年の第 2 回 APEC ビジネス諮問 
委員会（ABAC：APEC Business Advisory Council）会議で、昨今の世界貿易と金融情勢の
急速な変動に懸念を表明した。 
 
ABAC 委員は、域内のビジネス界が新たな関税の連鎖的な影響によるサプライチェーンの 
混乱、コスト上昇、ビジネスへの信頼喪失、金融市場の不安定化といった問題への対処に 
苦慮していることを強調した。 
 
2025 年 4 月の国際通貨基金（ IMF： International Monetary Fund）「世界経済見通し
（WEO：World Economic Outlook）」によると、今後 2 年間の世界の GDP は 2025 年 1 月
時の予測よりも、0.8％ポイント低くなる見込みである。 
 
不確実性の高い事業環境は、計画、投資、イノベーションの実行を損なうものである。これ
は成長を妨げ、域内各国・地域が気候変動、高齢化社会、デジタル化といった深刻な課題に
取り組む能力を低下させる。 
 
リーダーシップと団結を呼びかける 
 
ABACは、来月韓国・済州で会合を開く予定の APEC貿易担当大臣に対して、APEC創設時
からの目標である自由で開かれた貿易と、世界貿易機関（WTO：World Trade Organization）
の根本的な原則への明確なコミットメントを求める。 
 
ABAC は、予測可能性と無差別がビジネスの信頼回復の鍵であると信じている。ABAC は、
すべての APEC 参加国・地域が WTO のルールブックに完全に則った形で行動することを 
求める。APEC 貿易担当大臣は、紛争解決システムの完全な機能回復を含む、WTO の強化
と改革を実現するよう協力すべきである。 
 
APEC はアジア太平洋自由貿易圏（FTAAP：Free Trade Area of the Asia-Pacific）に基づく
早期の成果に向けて加速する必要がある。デジタル・トランスフォーメーションは乗数的 
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効果をもたらし、主要な優先事項には、デジタル貿易の相互運用性の前進、持続可能で責任
ある人工知能（AI：Artificial Intelligence）の推進、そして全世界的なデジタル貿易の促進
を勢いづける、ペーパーレス貿易ための中核拠点（CoE：Center of Excellence）の設立が 
含まれる。 
 
ABAC はサプライチェーンの強靭化に向けた更なる支援を APEC に呼びかける。法の支配 
に基づく開かれた安定した海の秩序は非常に重要である。同様に、強靭な医療サプライ 
チェーンを支える政策も重要である。高齢化やその他の人口動態の変化のなか、更なる健康
安全保障を実現するために、ゲノムや AI などの革新的な医療技術の機会を解き放つための
正しい政策設定をしていくことも必要である。 
 
ABAC は、APEC に対してグリーン経済への移行を、いまや緊急の課題として取り組みを 
更に強化するよう促す。主な行動項目として、エネルギー移行のための重要な資金ギャップ
の解消と、グリーン貿易の枠組みの確立を挙げている。 
 
ABAC はまた、経済への全面的参加を阻むような構造的障壁を取り除くための強力なビジネ
ス上の取り組みを推進する。その際、ジェンダー賃金格差の解消、女性起業家のベンチャー
キャピタルへのアクセス改善、そして小規模企業が公式な経済に移行するための支援がもた
らす、ビジネスと広範な経済的利益に関する実際の研究事例を引用することとする。 
 
「われわれは 5月の APEC貿易担当大臣会合を、懸念事項を議論し解決策に向けて協働して
いく機会として歓迎する」と 2025 年 ABAC 議長の H. S. チョ氏は述べた。「今日の選択が、
今後の数世代にわたる地域の経済的軌道を決定することとなる。」 
 
「われわれの APECへのメッセージは明確である。ビジネス界は率先して行動する準備はで
きているが、貿易担当大臣がわれわれの野心に行動で応えてくれる必要がある。われわれが
共に繁栄する未来は、それにかかっている」と ABAC 議長は締めくくった。 
 
議長は、ABAC カナダの素晴らしい準備と、デジタル技術に関する重要なサイドイベントの
開催に感謝の意を表した。また、会議開催へのカナダ政府の強力な支援に対して深い感謝の
意を示した。 
 
ABAC は、2025 年 7 月にベトナム・ハイフォンで再び会議を開き、引き続き APEC の目標
を達成するための提言を最終化し、10 月の韓国での APEC 首脳会議の場で首脳に向けて 
プレゼンテーションをする予定である。 
 

以上  
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＜2025年第 2回 ABAC（トロント）会議の様子＞ 
 

 
ABAC 委員の集合写真（前列左から 4 人目が韓国の H. S. チョ ABAC 議長） 

 

  
     バイオとヘルスケア作業部会で           金融と経済作業部会で      
  発言する鈴木委員（右）、坂口代理委員（左）   APEC Financial System Capacity Building  
                            （アドバイザリー・グループ）の    
                           共同議長として発言する古澤委員（右）  

 

 
地域経済統合作業部会で発言する池田委員（左）、渡邉代理委員（右） 

 

 
オープニング・プレナリーの様子 
【写真提供元：ABAC 国際事務局】 


